
中小企業フォーラム

企業イノベーション・小規模事業者支援を拡充

■
特
別
講
演

中
小
企
業
庁
長
官
北
川
慎
介
氏

　
群
馬
県
と
中
小
企
業
庁
、
関
東

経
済
産
業
局
が
主
催
す
る
「
中
小

企
業
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
で
は
、
中
小

企
業
庁
の
北
川
慎
介
長
官
が
中
小

企
業
支
援
施
策
を
紹
介
し
た
。
北

川
長
官
は
冒
頭
、
「
４
月
か
ら
の

消
費
税
引
き
上
げ
に
あ
た
り
、
中

小
企
業
が
不
当
な
扱
い
を
受
け
な

い
よ
う
価
格
転
嫁
対
策
を
と
っ
て

い
る
。
企
業
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

や
地
域
小
規
模
事
業
者
へ
の
応
援

に
も
引
き
続
き
力
を
入
れ
る
」
と

あ
い
さ
つ
し
た
。
主
な
講
演
内
容

は
次
の
通
り
。◇　

　
◇

　
地
域
経
済
の
発
展
と
中
小
企
業

の
活
性
化
は
、
表
裏
一
体
で
あ

る
。
中
小
企
業
庁
は
地
域
を
支
え

る
小
規
模
事
業
者
に
焦
点
を
あ
て

た
施
策
を
展
開
し
て
い
る
。
人
口

動
態
や
国
際
化
、
Ｉ
Ｔ
化
と
い
っ

た
構
造
変
化
へ
の
対
応
、
小
規
模

事
業
者
の
地
域
社
会
へ
の
影
響
な

ど
を
考
え
て
対
応
し
て
い
き
た
い

と
思
う
。

　
全
国
に
は
小
規
模
企
業
が
約
３

３
０
万
社
あ
り
、
全
企
業
の
約

％
を
占
め
る
。
２
０
０
９
年
に
は

小
規
模
企
業
の
数
が
１
９
９
９
年

に
比
べ

％
減
少
し
て
い
る
。
従

業
者
数
は

年
に
９
１
２
万
人

で
、

年
比
で

％
減
少
し
た
。

統
計
に
は
出
て
こ
な
い
従
業
員
１

人
の
起
業
家
が
増
え
て
い
る
。

　

年
度
補
正
予
算
で
は
、
「
小

規
模
事
業
者
支
援
パ
ッ
ケ
ー
ジ
事

業
」
で
販
路
開
拓
向
け
の
チ
ラ
シ

作
成
な
ど
を
補
助
す
る
予
定
。

年
度
当
初
予
算
で
は
「
小
規
模
事

業
者
経
営
改
善
資
金
融
資
事
業

マ
ル
経
融
資

」
で
は
、
経
営

指
導
を
受
け
る
小
規
模
事
業
者
に

日
本
政
策
金
融
公
庫
が
無
担
保
・

無
保
証
・
低
利
の
融
資
を
行
う
。

４
月
か
ら
貸
付
上
限
額
を
１
５
０

０
万
円
か
ら
２
０
０
０
万
円
に
引

き
上
げ
る
考
え
だ
。

　
「
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
総
合
支
援
事
業
」

で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
経
営
課
題
を

分
析
し
、
ア
ド
バ
イ
ス
や
相

談
に
応
じ
た
適
切
な
支
援
チ

ー
ム
の
編
成
な
ど
を
行
う
拠

点
を
各
都
道
府
県
に
設
置
す

る
。

　
一
方
、
中
小
企
業
・
小
規

模
事
業
者
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を

応
援
す
る
た
め
、
１
月
に
施

行
さ
れ
た
産
業
競
争
力
強
化
法
に

か
か
わ
る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
支
援
体

制
、
創
業
促
進
補
助
金
に
よ
る

「
創
業
・
開
業
支
援
」
、
中
小
企

業
海
外
展
開
現
地
支
援
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
整
備
と
い
っ
た
「
海
外

展
開
支
援
」
な
ど
を
進
め
る
。

　
企
業
の
海
外
展
開
支
援
で
は
、

１
年
目
は
情
報
収
集
や
専
門
家
の

ア
ド
バ
イ
ス
、
事
前
調
査
な
ど
、

２
年
目
に
は
取
引
先
の
開
拓
支
援

や
商
品
改
良
な
ど
、
３
年
目
に
は

現
地
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
立
ち
上
げ
・

操
業
支
援
な
ど
と
、
手
順
を
踏
ん

で
支
援
す
る
。
現
地
支
援
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
は
、
大
使
館
や
国
際

協
力
機
構

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

、
海
外

産
業
人
材
育
成
協
会

Ｈ
Ｉ
Ｄ

Ａ

、
金
融
機
関
な
ど
の
協
力
を

得
て
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
機

能
や
現
地
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
強
化

し
て
い
く
。

　
金
融
と
税
制
に
つ
い
て
は
、
自

己
資
本
が
少
な
く
借
り
入
れ
に
依

存
し
、
ま
た
個
人
保
証
と
不
動
産

担
保
に
依
存
せ
ざ
る
を
得
な
い
と

い
っ
た
課
題
を
抱
え
る
。
中
長
期

的
に
は
、
中
小
向
け
貸
し
出
し
の

全
体
額
は
縮
小
傾
向
に
あ
る
。
リ

ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
や
東
日
本
大

震
災
を
経
て
、
貸
し
付
け
に
占
め

る
政
府
系
金
融
機
関
の
シ
ェ
ア
は

拡
大
し
て
お
り
、
諸
施
策
に
よ
り

さ
ら
に
使
い
や
す
い
も
の
に
充
実

を
図
る
。
事
業
承
継
関
連
で
は
、

個
人
事
業
主
、
会
社
経
営
者
の
双

方
の
要
件
緩
和
を
進
め
る
。

黒瀬直宏氏嘉悦大学大学院ビジネス創造研究科長
中
小
企
業
の
市
場
創
造
戦
略

個
客
特
有
の
「
場
面
情
報
」
察
知
・
共
有
ル
ー
ト
確
立
を

　
日
本
に
は
優
れ
た
技
術
を
有
す

る
中
小
企
業
が
多
い
が
、
仕
事
は

と
い
う
と
大
企
業
か
ら
の
発
注
に

依
存
す
る
傾
向
が
強
か
っ
た
。
経

済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
な
ど
が
進

み
、
自
分
の
仕
事
は
自
分
で
創
り

出
さ
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
て
い

る
。
そ
の
た
め
に
必
要
な
の
は
、

顧
客
の
何
げ
な
い
一
言
で
あ
る

つ
ぶ
や
き
な
ど
、
現
場
で
発
せ

ら
れ
る
「
場
面
情
報
」
だ
。
従
業

員
一
人
ひ
と
り
が
主
体
的
に
、

「
場
面
情
報
」
の
獲
得
に
向
か
う

企
業
に
な
ら
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
人
間
を
中
心
と
す
る
組
織
の

運
営
が
、
こ
う
し
た
従
業
員
を
生

み
出
す
。
実
例
を
も
と
に
、
モ
ノ

づ
く
り
を
中
心
と
す
る
中
小
企
業

の
市
場
創
造
戦
略
を
考
え
た
い
。

　
今
、
な
ぜ
中
小
企
業
に
市
場
創

造
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
。
日

本
で
は
高
度
成
長
に
よ
っ
て
中
小

企
業
が
増
え
、
力
を
付
け
、
産
業

が
発
展
し
て
き
た
が
、
今
や
苦
境

に
あ
り
、
統
計
上
で
は

年
前
の

状
況
に
逆
戻
り
し
て
い
る
。
日
本

の
事
業
所
・
工
場
の
数
は
２
０
０

９
年
に
１
９
８
６
年
比
４
割
減
と

な
り
、
従
業
員
９
人
以
下
の
事
業

所
・
工
場
数
で
は
１
９
５
４
年
の

数
値
を
下
回
っ
た
。
そ
の
原
因

は
、
下
請
け
企
業
と
し
て
の
受
注

量
・
単
価
に
み
る
こ
と
が
で
き

る
。
２
０
０
５
年
の
受
注
量
・
単

価

６
月
で
比
較

の
う
ち
、
受

注
量
が
１
９
９
０
年
の
半
分
と
な

り
、
受
注
単
価
で
は
約
４
分
の
１

ま
で
落
ち
込
ん
だ
。

　
ア
ジ
ア
へ
の
生
産
移
転
な
ど
、

企
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
激
変
し

て
い
る
。
約

年
の
経
済
停
滞
が

続
い
て
、
国
際
競
争
力
を
い
か
に

向
上
さ
せ
る
か
が
課
題
と
な
っ
て

い
る
。
安
倍
晋
三
政
権
の
経
済
政

策
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
に
よ
る
円

安
、
株
価
上
昇
は
望
ま
し
い
こ
と

だ
が
、
経
済
政
策
の
目
標
は
や
は

り
実
体
経
済
の
回
復
。
こ
の
点
で

は
、
ま
だ
半
歩
も
効
果
は
も
た
ら

し
て
お
ら
ず
、
今
後
政
府
の
対
応

が
注
目
さ
れ
る
。

　
こ
れ
か
ら
の
中
小
企
業
は
、
自

ら
の
意
思
で
「
市
場
自
立
型
中
小

企
業
」
へ
と
変
革
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
、
そ
の
た
め
の
経
営
戦
略

を
練
り
た
い
。
事
業
分
野
に
関
し

て
い
え
ば
、
日
本
企
業
の
比
較
優

位
性
を
発
揮
で
き
る
分
野
を
選
択

す
る
べ
き
。
焦
点
と
な
る
の
は
東

ア
ジ
ア
の
企
業
と
の
す
み
分
け
で

あ
る
。

　
繊
維
業
界
が
総
じ
て
厳
し
い
状

況
に
置
か
れ
る
中
、
岡
山
県
の
あ

る
ジ
ー
ン
ズ
用
デ
ニ
ム
生
地
メ
ー

カ
ー
の
業
績
は
好
調
だ
。
従
業
員

１
人
当
た
り
の
売
上
高
は
１
億
円

を
超
す
。
同
社
の
社
長
い
わ
く

「
寝
て
も
覚
め
て
も
開
発
。
１
人

が
週
に
一
つ
は
新
し
い
も
の
を
開

発
し
て
い
る
」
。
開
発
の
タ
ネ
は

素
材
や
柔
ら
か
さ
、
伸
縮
性
、
糸

む
ら
の
あ
る
生
地
な
ど
さ
ま
ざ

ま
。
社
長
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
セ
ン

ス
が
卓
越
し
て
い
る
と
い
う
わ
け

で
は
な
く
、
同
社
を
訪
れ
る
顧
客

と
の
会
話
に
開
発
の
ヒ
ン
ト
が
あ

る
と
い
う
。
お
客
の
ニ
ー
ズ
に
し

っ
か
り
付
い
て
い
く
こ
と
で
、
製

品
の
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
化
や
カ
ス

タ
ム
化
を
実
現
し
、
高
級
品
に
も

対
応
し
て
い
る
。

　
こ
の
企
業
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う

に
、
日
本
の
中
小
企
業
は
海
外
で

は
ま
ね
の
で
き
な
い
分
野
を
大
切

に
す
る
べ
き
だ
。
第
一
に
需
要
が

高
度
で
作
る
の
が
難
し
い
分
野
、

つ
ま
り
技
術
が
未
確
立
か
、
成
熟

し
た
高
度
な
技
能
が
求
め
ら
れ
る

領
域
だ
。
二
つ
目
は
規
格
品
の
カ

ス
タ
ム
化
な
ど
、
顧
客
密
着
が
必

要
な
分
野
。
三
つ
目
は
常
に
図
面

製
作
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
な
、
新

た
な
技
術
開
発
を
伴
う
分
野
。
い

わ
ば
手
数
が
か
か
る
領
域
で
、
モ

ノ
を
売
る
の
で
は
な
く
開
発
能
力

を
売
る
分
野
と
い
っ
て
よ
い
。

　
こ
れ
ら
の
典
型
例
が
「
反
大
量

生
産
型
産
業
」
だ
。
「
身
の
丈

型
」
「
本
物
志
向
」
「
感
性
価
値

追
求
」
の
産
業
で
あ
り
、
「
独
創

的
な
機
械
や
加
工
技
術
」
で
生
き

る
産
業
で
あ
る
。
身
の
丈
型
の
好

例
と
し
て
、
東
京
都
荒
川
区
の
パ

イ
プ
加
工
業
が
開
発
し
た
、
足
で

踏
む
と
ピ
ン
と
立
つ

自
立
す
る

つ
え

が
あ
る
。
区
役
所
の
受
発

注
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
紹
介
さ
れ
た

こ
と
か
ら
注
文
が
殺
到
し
て
い

る
。
そ
の
他
に
も
全
国
で
、
伸
縮

す
る
つ
え
や
超
音
波
で
障
害
物
を

察
知
す
る
つ
え
な
ど
が
生
ま
れ
、

人
気
を
博
し
て
い
る
。
世
の
中
に

は
満
た
さ
れ
て
い
な
い
需
要
が
数

限
り
な
く
あ
る
。
大
企
業
は
量
産

品
で
な
い
か
ら
ペ
イ
し
な
い
と
い

っ
て
参
入
で
き
な
く
て
も
、
中
小

企
業
に
は
チ
ャ
ン
ス
と
い
う
分
野

が
あ
る
。
少
子
高
齢
化
な
ど
の
課

題
を
抱
え
つ
つ
、
海
外
に
比
べ
経

済
的
に
豊
か
な
日
本
に
ふ
さ
わ
し

い
特
殊
・
個
別
需
要
を
取
り
込
む

事
業
は
中
小
企
業
に
有
利
と
い
え

る
だ
ろ
う
。

　
本
物
志
向
産
業
と
呼
ぶ
の
に
ふ

さ
わ
し
い
の
が
、
手
編
み
用
毛
糸

で
知
ら
れ
る
愛
知
県
一
宮
市
の
企

業
。
天
然
素
材
を
世
界
各
地
か
ら

厳
選
し
、
染
色
し
、
生
産
し
て
い

る
。
福
井
県
の
傘
メ
ー
カ
ー
も
本

物
志
向
で
、

万
人
に
も
及
ぶ
顧

客
の
「
傘
カ
ル
テ
」
を
整
備
し
、

製
品
の
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
に
力
を
注

い
で
い
る
。
感
性
価
値
追
求
産
業

に
は
、
２
変
数
関
数
の
曲
線
を
寸

分
違
わ
ず
加
工
し
た
グ
ッ
ズ
「
数

楽
ア
ー
ト
」
で
知
ら
れ
る
東
京
都

大
田
区
の
企
業
な
ど
が
あ
る
。
も

と
も
と
は
精
密
板
金
加
工
の
下
請

け
企
業
な
が
ら
、
感
性
価
値
の
追

求
に
よ
り
Ｂ
ツ
ー
Ｃ
の
事
業
を
伸

ば
し
て
い
る
。

　
取
引
先
の
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
に

伴
い
、
ア
ジ
ア
市
場
な
ど
へ
の
進

出
の
必
要
性
が
論
じ
ら
れ
る
が
、

一
般
論
に
乗
っ
て
安
易
に
進
出
す

る
べ
き
で
は
な
い
と
思
う
。
海
外

に
対
す
る
日
本
の
中
小
企
業
の
競

争
優
位
戦
略
と
し
て
、
市
場
の

つ
ぶ
や
き
を
聞
き
取
る
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
や
独
自
の
技
術
開
発
、

現
場
現
場
で
発
生
す
る
「
場
面
情

報
」
の
取
り
込
み
、
情
報
参
入
障

壁
に
よ
る
独
自
市
場
構
築
な
ど
が

考
え
ら
れ
る
か
ら
だ
。

　
市
場
の
つ
ぶ
や
き
に
は
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
の
エ
ッ
セ
ン
ス
が
詰
ま

っ
て
お
り
、
顧
客
総
体
と
し
て
の

「
共
通
市
場
」
よ
り
、
個
客
に

対
応
す
る
「
部
分
市
場
」
へ
の
対

応
に
可
能
性
が
生
ま
れ
る
。
宮
城

県
の
継
ぎ
手
メ
ー
カ
ー
は
規
格
品

ば
か
り
を
つ
く
っ
て
い
た
が
、
工

事
現
場
に
飛
び
込
み
営
業
を
し
、

潜
在
ニ
ー
ズ
を
掘
り
起
こ
し
「
無

理
の
き
く
継
ぎ
手
メ
ー
カ
ー
」
へ

と
変
貌
を
遂
げ
た
。
あ
る
冷
凍
機

メ
ー
カ
ー
は
鶏
肉
関
連
の
自
動
化

で
話
題
と
な
っ
た
。
潜
在
ニ
ー
ズ

を
読
み
、
骨
を
取
り
除
く
機
械
を

開
発
し
て
顧
客
を
驚
か
せ
た
。
東

京
都
台
東
区
の
カ
バ
ン
メ
ー
カ
ー

は
、
か
つ
い
だ
時
に
背
中
で
肩
ひ

も
が
ク
ロ
ス
す
る
こ
と
で
安
定
感

の
高
い
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
を
開
発

し
た
。
「
暗
黙
知
」
と
い
う
言
葉

が
あ
る
が
、

隠
れ
て
い
る
ニ
ー

ズ
を
暗
に
感
知
す
る

と
い
う
意

味
を
地
で
行
く
企
業
は
数
多
い
。

　
企
業
活
動
で
日
常
、
さ
ま
ざ
ま

な
場
面
で
発
生
す
る
情
報
「
場
面

情
報
」
を
い
か
に
つ
か
ま
え
、
生

か
す
か
が
経
営
に
と
っ
て
価
値
あ

る
こ
と
だ
。
個
客
特
有
の
場
面

情
報
を
察
知
で
き
る
企
業
に
な
る

に
は
、
情
報
を
発
見
し
共
有
す
る

ル
ー
ト
を
確
立
さ
せ
る
こ
と
が
重

要
だ
。
人
数
が
少
な
く
、
同
じ
場

所
で
仕
事
を
し
、
小
回
り
の
き
く

中
小
企
業
に
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
。

市
場
自
立
的
中
小
企
業
へ
の
進
化

が
、
日
本
産
業
の
復
活
の
本
当
の

道
だ
ろ
う
。

～はばたけ！群馬の中小企業～
　「一日中小企業庁ｉｎぐんま」が１月 日、群馬
県高崎市の高崎ビューホテルで開かれた。国 中小
企業庁 関東経済産業局 と群馬県による 中小企業
フォーラム では北川慎介中小企業庁長官、大沢正
明群馬県知事らが登壇して中小企業支援策を説明し
た後、地域中小企業や中小企業団体、金融機関など
との意見交換会で生の声が交わされ、来場者は群馬

の中小企業の活力と底力を実感した またモノづく
り日本会議 日刊工業新聞社主催の黒瀬直宏嘉悦大
学大学院ビジネス創造研究科長による特別講演会
中小企業の市場創造戦略 中小企業基盤整備機構
関東本部主催の近藤宣之日本レーザー社長による特
別講演会「社員の成長こそが企業の成長　夢と志の
経営」も開かれた。

（ ） 　　 ２０１４年 平成２６年 ２月２４日 月曜日 　　


